
ここ数年、新しいステージに突入しつつある両生類研究。
ネッタイツメガエルの全ゲノム情報の解読、ハイスループットトランスジェニック技術及びゲノム編集
技術の発展、イベリアトゲイモリを用いた逆遺伝学システムの開発などを契機に、両生類研究は
ゲノム・エピゲノム制御研究のモデルとして大きく広がりつつあります。また、両生類の高い再生能力を
解明することが、次世代の医療課題である三次元構造の再生への突破口となると期待されています。
本研究会では、ツメガエル、イモリ、アホロートルなど様 な々両生類を扱う研究者が集い、ゲノム解析
から器官再生まで広汎なテーマで発表を行います。
ゲノム編集やオミックス解析、トランスジェニック技術、数理解析などを
駆使した両生類研究の新しいウェーブを体感しに来ませんか？
飼育や実験技術の標準化のため情報交換も行いますので、
これまで両生類に縁のなかった研究者の
みなさまも是非ご参加ください。

第２回第２回

岡崎コンファレンスセンター（愛知県岡崎市）会　場会　場 岡崎コンファレンスセンター（愛知県岡崎市）

2016.8.8.mon.13:00～8.9.tue.12:002016.8.8.mon.13:00～8.9.tue.12:00

参加申込方法
　第２回次世代両生類研究会HPよりお申し込みください。
 　　　　http://www.nibb.ac.jp/lspectro/jisedai2016.html 
問い合わせ先
　事務局：基礎生物学研究所 光学解析室（imgmeet@nibb.ac.jp）
　　　　 または世話人までご連絡ください。

両生類研究の両生類研究の新展開
ゲノム・エピゲノムからリプログラミング・器官再生までゲノム・エピゲノムからリプログラミング・器官再生まで

世代 両生類研究世代 両生類研究

世話人

主　催

世話人

主　催

横山 仁（弘前大学）、林 利徳（鳥取大学）、荻野 肇（長浜バイオ大学）、
亀井 保博（基礎生物学研究所）、次世代両生類研究会（有志メンバー）
基礎生物学研究所 共同利用研究【研究会】

横山 仁（弘前大学）、林 利徳（鳥取大学）、荻野 肇（長浜バイオ大学）、
亀井 保博（基礎生物学研究所）、次世代両生類研究会（有志メンバー）
基礎生物学研究所 共同利用研究【研究会】

ポスター発表者・参加者募集中！　　　　

締切 6.30.thu.6.30.thu.
（ポスター

発表）7.15.fri.7.15.fri.
（参加のみ

）


